
（山形県農業労働力確保対策実施協議会）
事業実施期間令和4年度

（山形県）

■取組みの展開方針：農作業全般における農繁期の労働力確保に向け、新たな労働力確保の手法の確立を目指す

■取組みの展開方向
①他産地・他産業との連携の充実・強化
・農作業受委託により全国の他産地・他産業から労働者を確保し、産地間連携体制の基盤を構築 ・副業や地域貢献のボランティアなどによる、県内の他産業企業等との連携強化

②潜在労働力の掘り起こし
・「daywork」の活用による副業や若者等の新たな労働力の掘り起こし ・多様な人材を受け入れる労働環境づくりに関する農業者への啓発、働き手への農作業技術習得支援による働きやすさの改善

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員
①農作業受委託事業による他産地からの労働力確保（目標値：500人日）
【R4実績】実人数50人、延べ人数260人日（九州地区と連携、さくらんぼ、ラ・フランス作業）

②観光業のﾊﾟｰﾄﾅｰ企業と連携したﾂｱｰ等による他産地からの労働力確保（目標値：250人日）
【R4実績】未実施（事業の自走化に向け、令和５年度に新たに実施予定）

③dayworkの普及による農業労働力のマッチング強化（目標値：マッチング数10,000件）
【R4実績】マッチング数6,303件（R4.4月～R5.2.24時点）

成果目標と進捗

今年度の取組み内容

ア 労働力の需給状況の把握（地域の状況及び労働力提供可能な者の把握等）

①県内の他産業企業等を対象としたアンケート調査（R5.1.30～R5.2.10） 他産業企業との新たな連携の可能性の模索や、副業等に関する課題を把握
【対象】さくらんぼ産地サポーター企業87社、回答企業43社（回答率49％）
【結果】副業を許可していない企業も多い。副業の普及には、企業側のメリットや留意点を学ぶ研修会などの支援が必要。農業との協力は、ボランティアや情報発信等で可能との声

②農作業の働き手を対象としたアンケート調査（R4.6.22～R4.12.31） 実際に農作業に従事した視点での、農業の労働環境に関する改善要望を把握
【対象】アルバイトやボランティアで農作業に従事した方336人
【結果】幅広い層の方が農業に協力しており、リピーターが７割。条件で重視されるのは仕事内容、給料、トイレの有無で、改善要望は給料・交通費等に次いでトイレの整備が多い

③外国人材の受入れに関するアンケート調査（R4.10.20～R4.11.7） 外国人材の活用状況や、受け入れに当たっての課題の把握
【対象】県内の農業法人45社、回答者19法人（回答率42％）
【結果】外国人材を受け入れている（今後検討含む）法人の割合は16％と低く、言語や住居、賃金等が課題

イ 産地内での労働力確保・育成

○ dayworkでのマッチング：延べ6,303人、成立率80％(R4.4月～R5.2.24時点) ※前年度から２倍
・さくらんぼの労働力確保に大きく貢献したほか、地域や品目の広がりも見られるなど、県内での普及が進んでいる。
【参考】daywork利用方法の農業者向け研修会等の開催（県域１回、JA単位３回、その他団体主催２回）

農業者向け利用ガイドブックの作成、SNSや県・市町村・JA等の広報媒体、フリーペーパー、チラシ等の各種メディアを活用したPR

○ JA無料職業紹介所でのマッチング：延べ392人（R4.4月～12月末時点）
・マッチング数は前年度並みだったが、求人webサイトを通したマッチングが増加。また、コロナからの回復で県外からのHP閲覧数が増加傾向となった。
【参考】求人webサイト「おいしい山形で働きませんか」の活用、web広告、ラジオCM、新聞広告、チラシ等によるPR

○ 農福連携推進員による農福連携のマッチング：延べ13,911人（R4.4月～R5.1月） ※前年度から1.3倍
○ シルバー人材センターでのマッチング：延べ311人（さくらんぼ作業関係）

山形県農業労働力確保対策実施協議会
JA山形中央会、JA全農山形、山形県農業会議、やまがた農業支援セ
ンター、農業法人協会、地域営農法人協議会、認定農業者協議会、
シルバー人材センター連合会、山形労働局、山形県市長会、山形県
町村会、山形県

さくらんぼ労働力確保対策
ワーキングチーム

農業労働力確保対策
ワーキングチーム



（山形県農業労働力確保対策実施協議会）
事業実施期間令和4年度

（山形県）

今年度の取組み内容

ウ 他産地・他産業との連携による労働力確保

（１）九州地区と連携した農作業受委託（全農山形、㈱JTB）

《さくらんぼ（6/5～27）》参加人数：実人数40人、延べ作業日数210人日 《ラ・フランス（10/11～17）》参加人数：実人数10人、延べ作業日数50人日
・さくらんぼでは全国に先駆けて産地間連携に取組み、農繁期の異なる他地域との県域を超えた農業労働力の融通体制構築に一定の成果があった。
・参加した働き手、受け入れ農業者ともに取組みを評価しており、事業継続を希望する声もあった。
・単なる労働力確保のみならず、農業をきっかけとした関係人口の増加や「山形ファン」の拡大にもつながる効果が期待される。

（２）他産業との連携

○ 日本航空（JAL）との企業連携により、客室乗務員や社員等が業務の一環としてさくらんぼやラ・フランス作業に従事。延べ65人、111人日
○ 地域のさくらんぼ作業を応援する「さくらんぼ産地サポーター企業」について、R4は92社（18社増）。うち、ボランティアへの協力７社、延べ287名
○ 県職員がさくらんぼ収穫作業等に副業として従事できる「やまがたチェリサポ職員制度」を導入。申請者50人、うち実際の従事40人、延べ119日
（寒河江市でも同様の取組み実施）

エ 労働力等のマッチング及びデータベース化

○ daywork利用者（R5.2.24時点）：農業者380人（前年度から2倍）、働き手1,461人（前年度から2.5倍）
・マッチング数も増加したことから、アプリ上での評価等の情報が蓄積してきており、マッチング精度の向上につながっている。
・働き手もリピーターが多く、経験の蓄積により技術が向上。１日単位の雇用で課題となる、農業者側での指導負担の軽減にもつながることが期待される。

【参考】dayworkを利用した農業者向けのアンケートで、「dayworkをきっかけに雇用した人を、その後アプリを介さずに直接雇用したことがあるか」との質問に、
半数以上の54％が「直接雇用したことがある」と回答。dayworkで把握できるマッチング数以上に、労働力確保の成果が一定数あるものと推測される。

オ 農業の「働き方改革」への取組

○農業者への意識啓発：「令和４年度農業の人材確保・活用力向上研修会」の開催（R5.2.16、参加者延べ68名）
・多様な人材を受け入れ活躍してもらうため、農業者を対象に、労働環境改善や労務管理、女性活躍など、誰もが働きやすい農業の実現に向けた研修会を開催。
・農家の方の意識改善につながるよう、実際に農業で働く女性の事例紹介や、アンケートで得た働き手の声の紹介を取り入れた。

○働き手の作業内容への理解促進
・さくらんぼ作業ガイドブックを引き続き作成。「daywork」の紹介や作業紹介動画のQRコードを盛り込み、初心者でも働きやすいよう技術習得等を支援。
・新たな品目での作成については引き続き検討を進めていく。
・さくらんぼ作業初心者の一般の方を対象に、収穫管理作業に関する技術向上に向けた研修会を開催。
・今後は、市町村やJAが独自に作成した作業内容紹介動画を集約し共有することで、より効果的に活用・発信していく必要がある。

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業



（山形県農業労働力確保対策実施協議会）
事業実施期間令和４年度

（山形県）

本事業取組みにおける成果項目 次年度以降の取組み内容

【新規】
・首都圏等から多様な人材を呼び込み労働力を確保するとともに、
「やまがたならでは」の付加価値提供により関係人口創出等に
つなげる『農作業受委託モデル事業』の展開

・ＪＡ等で、スマホ教室等とタイアップした農業者向け daywork
研修会の開催

・援農ボランティア受入農家を対象とした心構えに係る研修会実施

など

○労働力の需給状況の把握
・各種アンケートの実施により、県内での多様な人材（副業、外国人
材等）の活用に向けた現状や、農業者側が改善していくべき課題な
どが把握できた。

○産地内での労働力確保・育成
・dayworkの活用が普及してきたことで、地域内の他品目で働き手を
つないでいく形ができつつある。今後の課題（農家側での利用拡大
や地域ごとの普及の差）も整理された。

○他産地・他産業との連携による労働力確保
・農作業受委託による労働力確保の基本的なスキームが構築できたこ
とから、次年度以降は事業の自走化に向けた展開につなげていく。

○労働力のマッチング及びデータベース化
・多くの方からアルバイトやボランティアで農業に協力してもらい、
地域で農業を支える意識が醸成されつつある。リピーターも多いこ
とから、的確な情報発信により、農業に興味のある方や協力への意
欲のある方に情報を届けていく。

○農業の働き方改革への取組み
・アンケートで、実際に農業に従事した方からの農業の労働環境改善
に関する要望の声を得られた。実際に農業者の意識改善につなげて
いくため、今後も機会をとらえて広く情報発信を行っていく。

【令和５年度の事業展開の方向性】

○協議会等の体制の見直しにより地域の要望を広く 取り入れ
つつ、品目を限定しない農作業全般に関する労働力確保の
取組みを展開

○様々な手法で幅広く実施してきた取組みの成果と課題を検
証し、より実効性のある取組みを重点的に実施

令和４年度
農業労働力産地間
連携等推進事業



JA無料職業紹介所によるマッチング 継 続

○ 無料職業紹介所を設置しているＪＡにおいて、求人と求職者のマッチングを実施。
○ 令和４年４月～１２月のマッチング実績：392人 ※前年395人

ハローワーク・シルバー
人材センターでの斡旋

⼭形県農業労働⼒確保対策実施協議会における令和４年度の取組実績（概要版） 令 和 ５ 年 ３ ⽉ ７ 日
農業経営・所得向上推進課

○ 令和４年度はポストコロナを見据え、県内のみならず全国に視野を広げた労働力確保の取組みを強化。
○ dayworkを活用した１日農業アルバイトのさらなる推進や、他産地・他産業と連携した農作業受委託、公務員の副業など、多様な人材の活用に向けた新たな取組みを展開。

継 続

○ 就業実績
・女性会員の活躍が目立った。パック詰め等の
作業でマッチングが増加した。

・さくらんぼの時期には、会員がセンターを通
さず親戚等の手伝いに行くケースも多い。

R1 R2 R3 R4

求人数（人） 411 364 302 388

就業数（人） 328 257 231 311

充足率※（％） 80 71 76 80

農福連携の取組み

○ＪＡ全農山形において、農作業受託事業を国庫を活用し実施。

 他産地・他産業と連携した農作業受委託を通して、新たな
労働力の掘り起こしを図るもの。

 農林水産省の国庫「農業労働力産地間連携等推進事業」を
活用し、全国単位での農業労働力不足解消に向けた連携基
盤を構築。

 参加者の日雇い雇用契約の締結や、働き先の園地の調整、
移動・宿泊に係る手配は、(株)JTBが担当 。

○健康福祉部と連携しながら農福連携プロジェクトチームで実施

 農福連携推進員による農福連携マッチング数のべ13,911名で前
年同月比1.3倍（令和５年１月末現在）

 マッチングにより農福連携に取り組む農業経営体 90組織
 農福連携農業体験会開催（３回、参加のべ人数５名（職員３名、

利用者２名））
 「ノウフク」農業実践研修の開催（６回、参加のべ人数38名）
 農業指導員派遣事業を実施（４回）

労働⼒不⾜を補完するための
省⼒化に向けた技術開発 継 続
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○大規模経営に向けた技術開発

○省力化に向けた技術開発

作物名
求人（人） 求職（人） 成立数（人）

R3 R4 増減 R3 R4 増減 R3 R4 増減

さくらんぼ 494 618 124 165 227 62 96 155 59
その他果樹 33 39 6 25 8 ▲17 16 4 ▲12
枝豆 183 190 7 140 134 ▲6 84 69 ▲15
水稲 183 160 ▲23 113 97 ▲16 108 92 ▲16
野菜 71 94 23 33 43 10 40 47 7
花き 30 44 14 26 27 1 29 11 ▲18
その他 42 38 ▲4 43 16 ▲27 22 14 ▲8
合計 1,036 1,183 147 545 552 7 395 392 ▲3

○JA無料職業紹介所の求人・求職・マッチング結果（令和４年12月31日現在）
・R3凍霜害による労働力需要低下からの回復により、R4はさくらんぼ作業に
おいて求人・求職・成立数が大きく増加。

○ 就業希望者の技術向上に向けた研修を実施

 就業希望者の技術向上研修会
・さくらんぼパック詰め講習会
（南陽市シルバー人材センター）

分野 研究課題名

稲作
「雪若丸」ブランド確立に向けた高品質・良食味米の低コスト・安定生
産技術の開発

果樹
おうとうオリジナル新品種「山形C１２号」の高品質安定生産技術の
確立

野菜 にらの機械化一貫体系による省力栽培技術の開発

花き ICTを活用したアルストロメリアの環境制御技術の開発

畑作
GNSS（全球測位衛星システム）農機を利用した大豆の播種・管理体
系の構築

分野 研究課題名

稲作
経営拡大に対応する早生品種を活用した食味・品質安定化技術
の確立

果樹 おうとうの新たな省力・安定生産技術の開発

畑作物 大豆大規模栽培における効率的作業技術体系の確立

野菜 省力大規模生産を可能とするすいか栽培技術の開発

拡 充

公務員の副業の取組み

○県職員が６～７月のさくらんぼ収穫作業に従事できる「やまが
たチェリサポ職員制度」を実施した。

 営利企業従事許可された職員50人のうち、実際に作業に
従事した職員は40人。

 実際に作業に従事した作業従事日数は延べ119日。
 職員、雇用した農業者双方から好評であった。
 寒河江市が市職員のさくらんぼ作業の副業制度を導入。
 公務員の副業制度が確立することで、民間企業に副業制

度導入の波及効果が期待される。

新 規

○ チェリサポ職員制度許可者へのアンケート結果
・今後もチェリサポ制度を利用したいか。 ・チェリサポ制度に満足しているか。

農作業受委託の取組み 拡 充

1

【参加実績】
延べ人数

(人)
延べ日数
(人・日)

産地間連携(九州)
さくらんぼ

40 210

産地間連携（九州）
ラ・フランス

10 50

企業連携(JAL)
さくらんぼ

48 72

企業連携(JAL)
ラ・フランス

17 39

JTB募集 162 1,770



○令和３年度より、『やまがた農業ぷちワーク』として、１日農業アルバイトアプリ「dayowork」を活用した
労働力マッチングを本格的に実施。ＪＡや市町村と連携し、農業者・働き手に周知

 農業者向けdaywork利活用ガイドブックの作成・配布 【新規】
 農業者向けdaywork周知・活用研修会を開催
 県Twitter、Facebook、県政ラジオ、市町村広報誌等での広報・周知活動を実施
 農業者向けチラシの作成・配布
 県内大学へのチラシ設置による周知

１日農業アルバイトアプリ「daywork」を活⽤した労働⼒確保の取組み（やまがた農業ぷちワーク） 拡 充

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 累計
求人数 481 872 2,904 777 677 544 657 629 164 46 7,751 

成立数 410 782 1,963 734 610 505 583 549 125 35 6,296 

成立率 85% 90% 68% 94% 90% 93% 89% 87% 76% 76% 81%

成立数（人・日）

計 果樹 稲作 野菜 花き その他
さくらんぼ

村山 4,627 3,679 2,301 49 274 360 265 

最上 167 0 0 0 48 0 119 

置賜 770 632 61 5 108 13 12 

庄内 767 43 4 57 454 127 86 

合計 6,331 4,354 2,366 111 884 500 482 

割合
（％）

村山 73% 84% 97% 44% 31% 72% 55%

最上 3% 0% 0% 0% 5% 0% 25%

置賜 12% 15% 3% 5% 12% 3% 2%

庄内 12% 1% 0% 51% 51% 25% 18%

合計 100% 69% 37% 2% 14% 8% 8%

○「daywork」の活用状況（令和５年１月末時点）

 のべ求人数は7,751人・日、成立数は6,296人・日、成立率は81%。
 令和４年度の成立数は、令和３年度同月比で約２倍となった。

 成立数では、果樹が最多で69％、うちさくらんぼが37％を占
める。

 7月以降、トマト・ネギ等の野菜や花きでも活用が増えた。
 令和３年度は活用がなかった最上地域でも、きのこ作業等で

利用され始めている。

さくらんぼ労働⼒確保対策ワーキングチームにおける取組み 拡 充

≪県内の求職者向け≫
○求人WEBサイト(おいしい山形で働きませんか)の周知・県内向
けラジオCM、リスティング広告等、多様なメディアを活用した
周知を実施。

○求人募集チラシの作成・配布
 市町村独自チラシの作成・配布
 ワーキングチームでのチラシ作成
 新聞折込でのチラシ配布
 県内の商業施設・公共施設、コンビニ、スーパー等での配布
 生命保険会社の営業職員を通じた配布

○タウン情報誌、フリーペーパー等への記事掲載

○市報等によるPR、JA広報誌への記事掲載

○SNS（Twitter、facebook）によるPR

≪さくらんぼ作業の技術習得に向けた支援≫
○さくらんぼ作業の技術を紹介する動画の配信(チェリマミ
チャンネル）

○「さくらんぼ作業ガイドブック」を活用したさくらんぼ作
業の技術習得支援

○技術向上のための収穫・管理作業研修会（13人参加）

○新規求職者向けに、初めてアルバイトするためのポイント
を県ホームページで発信

○「箱詰めキット」の送付による自宅での箱詰め研修
（「チェリマミ」と連動した取組み）

≪子育てママや学生などの若者向け≫
○県内大学に対するJA無料職業紹介所のPR

○SNSサイト「 Cherry＆Mammy 」を活用したさくらんぼ作業の

魅力発信

○子育てママ向け情報誌「マーメイド」への記事掲載

≪やまがた農業ぷちワークによる雇用労働力の確保≫
○「daywork」を活用したマッチングの推進

○「daywork」周知のための生産者を対象とした研修会

○「daywork」 に対する働き手向け意識調査

○「daywork」の広報誌、HP、SNS等による周知・広報

≪さくらんぼ産地サポーター企業の募集≫
○令和４年度さくらんぼ産地サポーター企業数 計92社

≪ボランティアの確保・受入れの促進≫
○県職員有志によるボランティア（28人）

○市町村職員、農林大学校学生会、大学生・社会人等、

県内外からのボランティア（延べ644人）

○daywork活用者等（働き手）
へのアンケート調査（12月）

96％が今後もアルバイト
等で農業をしたいと回答。

主な改善要望としては、
トイレや時給、指導方法
等が挙がった。

1月11月10月9月8月7月5月4月

やまがた農業ぷちワーク（農業労働力マッチングアプリ「daywork」の期間別成立件数）
○求職者の職業等

働き手の職業としては、
会社員が32％を占める。

6月 12月

主なもの：果樹の摘果

主なもの：さくらんぼ収穫

主なもの：野菜収穫（枝豆、ねぎ等）

主なもの：西洋なし収穫

○農業者の活用状況

アプリ登録農業者369人中、
実際に求人したことがあ
る割合は４割。農業者の
利用拡大に向け、ガイド
ブックを作成。
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